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開議 午前１０時００分

◎議長（林 茂議員）

改めまして、おはようございます。

ただいまの出席議員は１８名であります。定足数に達しておりますので、本日の会議を

開きます。

それでは、本日の日程に入ります。

本日の議事日程は、ご配付の日程表のとおりでございます。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、１２番 久保田哲生君、１３番

片岡栄一君、１４番 原政義君を指名いたします。

次に、日程第２、市政に対する一般質問を、昨日に続きまして行います。

ご配付の一般質問一覧表によりまして行います。

議席番号１７番、前田良平君。

◎１７番（前田良平議員）

議長、１７番。

◎議長（林 茂議員）

１７番、前田良平君。

［１７番 前田良平議員 登壇］

◎１７番（前田良平議員）

おはようございます。ただいま、議長の許可をいただきましたので、３件につき質問を

させていただきます。

令和３年も残り１か月を切りました。昨年１２月のニュースを見返しますと、新型コロ

ナ再拡大の影響で、旅行代金の割引などを行うＧｏ Ｔｏ トラベルが、１２月２８日か

ら全国一斉に運用が停止されることが報道されておりました。美馬市内でも、例年行われ

ていた忘年会が中止となるなど、市内の飲食店を中心に大きな影響を受けたことが記憶に

残っております。一方で、今年の１２月は第５波が何とか終息し、本市においても感染確

認の情報が長らく聞かれず、落ち着いた感じがあります。これは感染防止対策の徹底に加

え、ワクチン接種の意義を理解し、積極的な接種に協力いただいた市民の皆さん、そして、

日常診療に制約を受けながらにも、接種に懸命に取り組んでいただいた医療機関の皆さん

方の力があってこそだと思います。

現在、行動制限が緩和され、３回目のワクチン接種も予定されているようですが、今後

は第６波への警戒を維持しつつ、長引くコロナ禍の影響を受けた市内の経済の回復に目を

向ける必要があると思います。本市においても、できることは何でもやるという意気込み

で、ためらうことなく必要な対策を打ち出し、市民生活を守っていただくようお願いをい

たしたく思います。

さて、新型コロナにより外食産業が打撃を受け、その影響で米の価格が大きく下落して

おります。もう農業を辞めようと考えている方も多いのではないかと思っております。農

家の高齢化も相まって離農が進めば、耕作放棄地の増加がますます加速するのでないかと
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大変心配をしております。現在、耕作放棄地を増やしてはいけないと何とか踏ん張ってい

る状況ですが、それも５年か１０年が限界でないかと思っております。今こそ抜本的な対

策を講じないといけないと考えておりますが、まずは美馬市内の耕作放棄地の現状につい

てお答えをいただきたいと思います。また、耕作放棄地の解消対策については、これまで

も国や県の制度を活用して様々な取組が行われてきたと思いますが、これまでにどのよう

な取組が行われてきたか、こういったことについてもお答えをいただきたいと思います。

続きまして、災害発生時の応援の受入れ、受援の体制についての質問をさせていただき

ます。

これまでの地域防災訓練を改め、避難所の開設や運営を担うリーダー養成研修とか、今

年６月には三島小学校でも実施されましたが、避難所の検証訓練、またシェイクアウト訓

練など、様々な訓練が実施されています。また、市役所駐車場での危機管理対応を想定し

た改修や、脇町小星地区での物資集積拠点の整備など、ソフト・ハード面の両面で、防災

危機管理対策が着実に進んでいるように感じております。一方、災害の規模が大きくなれ

ばなる程、市役所だけの備えでは限界があると思います。１つの自治体だけの対応では困

難なのも事実ではないでしょうか。大規模な災害の発生を想定して、様々な事業者の協力

を得ることや、他の自治体との連帯を深めていくことが、防災・減災対策を進める上で重

要でないかと思いますが、災害発生時を想定した美馬市と事業者や自治体との協定の締結

状況について、どのような経緯でそれぞれの締結に至っているのかを含め、お尋ねいたし

ます。また、事業者や自治体だけでなく、ボランティアの活動も近年の災害では大きく取

り上げられておられます。美馬市における災害ボランティアの受入れ体制がどうなってい

るのかにつきましても、お答えをいただきたく思います。

続いて、３点目は防犯灯についてお尋ねをいたします。

防犯灯は、安全・安心なまちづくりを推進する上で大変重要な役割を担っており、地域

を明るく照らすことで、犯罪の防止にもつながっております。一方、市内に多く設置され

ている蛍光灯タイプの防犯灯は、ＬＥＤ化のものに比べ薄暗い印象があります。また、Ｌ

ＥＤの電球は一般的に蛍光灯と比べて寿命が長く、電気料金についても蛍光灯の半分で、

ＣＯ２の削減により地球温暖化の効果もあるとされています。現在、市では防犯灯のＬＥ

Ｄ化を年次的に進めているようでありますが、ＬＥＤ化した防犯灯の近くにお住まいの方

からは、明るくなってよくなったとの声も聞いております。防犯灯のＬＥＤ化は、防犯対

策の上からも積極的に進めるべきと思いますが、まずは現在、市内全域で防犯灯が何基設

置されており、そのうち何基がＬＥＤ化されているのか、その状況をお伺いします。また、

防犯灯をＬＥＤ化する場合、どのように行っているのか。その方法についてもお伺いした

いと思います。

それぞれにつき答弁をお受けし、再問をさせていただきます。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

藤田経済部長。
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［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

１７番、前田良平議員からの一般質問のうち、私からは耕作放棄地対策についてのご質

問にお答えいたします。

まず、市内の耕作放棄地の現状についてでございますが、耕作放棄地の増加は全国的な

課題でございまして、小規模農家が大多数を占める本市におきましては、農家数の減少と

兼業化、農業者の高齢化や担い手不足が原因となり、その増加が顕著になっております。

農林水産省は耕作放棄地を、以前耕作地であったもので、過去１年以上作物を栽培せず、

しかもここ数年の間に再び耕作する意思のない土地と定義しております。２０２０年農林

業センサスによりますと、現在本市の農地面積は約３,５５７ヘクタールでございまして、

そのうち市の農業委員会による耕作放棄地の調査では、平成３０年度に約３２６ヘクター

ルであったものが、令和元年度には約３６６ヘクタール、また、令和２年度には約４４７

ヘクタールと、年々増加傾向にございまして、農地面積全体の約１３％を占めております。

耕作放棄地が増加いたしますと、国土の保全や水源の涵養など、農地の有する多面的機

能の低下だけでなく、病害虫や鳥獣被害の発生、周辺農地の利用阻害など、様々な問題を

生じさせ、生活環境へも影響を及ぼす恐れがございますことから、耕作放棄地の発生防止

と耕作農地への再生の取組が重要であると考えております。また、これまでに取り組んで

きた耕作放棄地対策でございますが、耕作放棄地の解消につきましては、これまでも国の

耕作放棄地再生利用緊急対策事業や、市単独の世界農業遺産認定傾斜地農業保全モデル事

業を実施し、農地の再生に向けた取組を進めてまいりました。また、徳島県農地中間管理

機構を通じた地域の農業の担い手に対する農地の集約化を進めるとともに、５００を超す

中山間の農家の皆様に、中山間地域等直接支払交付金事業に取り組んでいただくなど、新

たな耕作放棄地の発生を防止する取組も進めてきたところでございます。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

続いて、私から、災害発生時の受援体制についてのご質問にお答えをいたします。

まず、美馬市と事業者や他の自治体との災害時を想定した協定の締結状況についてでご

ざいますが、大規模な災害の発生時には、情報通信網を含むライフラインや市役所庁舎な

どがダメージを受け、職員自身も被災することで、災害対応能力が著しく低下することが

想定をされます。このため、本市では平成１９年９月に災害時における飲料の提供協力に

関する協定を大塚製薬株式会社徳島支店との間で締結をしたほか、災害時相互応援協定を

徳島県及び３０の市町村と、また物資や食糧の調達関係の協定を９つの企業や団体と締結

するなど、これまでに合わせて６４の企業や団体と各種協定を締結をしております。

このうち、近年の協定の締結状況でございますが、昨年１０月には徳島トヨタ自動車株
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式会社と、避難所等における外部給電可能な車両からの電力供給の協力に関する協定を締

結しております。これは、停電時に避難所等における電源を確保するため、ハイブリッド

車や電気自動車などを貸与いただく内容となっております。また、本年５月２４日には、

災害時における生活必需物資の調達に関する協定を美馬農業協同組合との間で締結し、米

などを無償で提供いただけることとなったほか、１０月２０日には株式会社アクティオと

の間で、レンタル機材の提供に関する協定を締結をし、建設機械や水中ポンプ、照明機器、

トイレ、冷暖房機器などを提供いただき、ライフラインの早期復旧や避難生活の質の向上

につなげることといたしております。また、同日付で社会福祉法人健祥会との間で、福祉

避難所の開設及び運営に関する協定を締結しており、要配慮者や介護するご家族の避難先

として、健祥会ヘルスに市内８か所目となる福祉避難所を開設いただけることとなりまし

た。

なお、協定締結に至った経緯につきましてはそれぞれ異なりますが、多くは相手方から

の申出によるものでございます。今後におきましても、こうした協定を積極的に締結し、

災害対応能力の低下を補ってまいりたいと考えております。

続いて、災害ボランティアの受入れ体制についてのお尋ねでございますが、大規模災害

の発生時には、市社会福祉協議会が中心となって災害ボランティアセンターを開設し、主

に個人ボランティアの受入れや、活動に関する調整を行うことになっております。本年４

月には、社協の役割などを明確化するため、市と社協との間で災害ボランティアセンター

の設置や運営などに関する協定を締結し、美馬市合同会館にセンターを設置することなど

を取り決めたほか、運営を円滑に行うためのマニュアルの改定について、本年度、市から

社協へ委託をいたしております。市といたしましても、社協が運営するセンターや、災害

ボランティア団体を支援する全国組織ともしっかりと連携し、ボランティアの円滑な受入

れに努めてまいります。

◎建設部長（河野 功君）

議長、建設部長。

◎議長（林 茂議員）

河野建設部長。

［建設部長 河野 功君 登壇］

◎建設部長（河野 功君）

続いて、私からは防犯灯についてのご質問にお答えいたします。

市内全域における防犯灯の設置基数とＬＥＤ化の状況でございますが、防犯灯につきま

しては、夜間における歩行者や車両の安全確保や、犯罪発生の防止を図るため、主に自治

会からの申請に基づき設置を行っております。現在、市が設置しております防犯灯は３,

７１１基ございまして、その５３％に当たる１,９５３基がＬＥＤ化されております。ま

た、防犯灯をＬＥＤ化する場合の方法でございますが、効率化を図るため、ＬＥＤタイプ

の照明器具をあらかじめ一定の数量購入しておき、老朽化により点灯不良となった照明器

具を更新するタイミングに合わせ、ＬＥＤタイプのものを設置するという方法を採用して

おりまして、古い器具の処分手数料も併せて、取付業者に支払っております。
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なお、ＬＥＤタイプの防犯灯は、議員ご指摘のとおり電球の寿命が長く、蛍光灯タイプ

の防犯灯に比べて、電気料金もおよそ半分程度でございます。ＬＥＤ化により、ランニン

グコストやメンテナンスコストの削減が期待できるほか、地球温暖化防止対策にもつなが

るものと認識しておりまして、引き続き計画的に防犯灯のＬＥＤ化を推進してまいります。

◎１７番（前田良平議員）

議長。

◎議長（林 茂議員）

１７番、前田良平君。

［１７番 前田良平議員 登壇］

◎１７番（前田良平議員）

それぞれご答弁をありがとうございました。

それでは、再問をさせていただきます。

まず、耕作放棄地対策についてでございますが、市内では耕作放棄地が相当な勢いで増

えていることが分かりました。現在、国や県の制度を活用して様々な対応を講じていると

のことでしたが、残念ながら、その効果はなかなか現れておりません。耕作放棄地となり

草木が生え過ぎると、周辺の田畑に影響を及ぼすだけでなく、生活環境も悪化します。ま

た、耕作放棄地にはイノシシなど有害鳥獣の増加を誘発し、更なる耕作放棄地を生み出す

ことにもつながります。これまで対策の効果が現れていない原因を分析して対策を講じる

べきと考えますが、耕作放棄地対策を進める上で、どのような課題があるのか。現時点で

の認識で結構ですので、お答えいただきたく思います。また、農地を管理していない所有

者に対し、一定の負担を求めるなど、より強い措置が必要でないかと考えますが、市とし

て独自の対策ができないか、お伺いいたします。

２点目の、災害発生時の受援体制については、現在県や他の市町村を始め、多くの団体

や事業者との関連、災害時を想定した協定を締結しているとの説明でございました。また、

災害ボランティアについては社会福祉協議会が受入れの中心となっており、本年度、社協

にマニュアルの改定作業を委託しているとのことでありました。一たび大きな災害が起こ

ると、電気や水道などライフラインがダメージを受けるだけでなく、職員が被災するなど

して被災自治体の災害対応能力が大きく低下しますので、是非様々な分野で積極的に協定

を締結し、災害に備えていただきたいと思います。

また、協定締結のきっかけの多くは、相手方からの申出であるとのことでありましたが、

相手方から申出を待つのではなくて、大規模災害の発生時に、美馬市に何がどれだけ不足

するのかという被害想定を踏まえ、必要となる人的・物的資源について、積極的に応援を

求める姿勢が必要でないかと思います。一方で、実際に応援を受け入れるに当たって、本

市の受入れ体制についても、訓練を含め事前に十分な準備をしておかなければならないと

思います。こうしたことを踏まえ、本市の受援体制の強化に向けどのように計画し、進め

ていくかについてのご答弁をいただきたいと思います。

３点目の、防犯灯ＬＥＤ化の状況については、現在市内の半分の防犯灯がＬＥＤ化され

ているとのことでありました。電気料金の削減や、地球温暖化防止への効果も期待できる
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防犯灯のＬＥＤ化については積極的に進めていただくとともに、適切な維持管理に努めて

いただきたいと思います。防犯灯の中には、不要と思われる場所に設置されているケース

も見受けられます。市の厳しい財政状況を踏まえると、蛍光灯タイプからＬＥＤタイプへ

の置き換えだけではなく、不要な場所に設置された蛍光灯タイプの防犯灯については、撤

去も検討すべきと思います。防犯灯のＬＥＤ化の管理をどのように行っていて、今後更新

や撤去をどのように進めていくかについて、市のお考えをお伺いいたしたく思います。

以上の３点について、答弁をよろしくお願いします。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

１７番、前田良平議員からの再問のうち、私からは耕作放棄地対策についてのご質問に

お答えします。

まず、耕作放棄地対策を進める上でどのような課題があるのかとのお尋ねでございます

が、耕作放棄地の発生原因は高齢化や労働力不足、農地を持つ非農家の増加、農作物の価

格低迷、収益の上がる作物が少ないことなどが挙げられ、こうした課題の解消に向け、こ

れまでにも多くの制度や施策を活用し取組が進められてきましたが、十分な効果を上げて

いるとは言えない状況でございます。本市といたしましては、耕作放棄地発生の最大の要

因は、高齢化による労働力不足と後継者不足にあると認識しておりまして、新規就農時だ

けでなく、農業の収益性向上に向けた息の長い支援策や、担い手への農地の集約化に向け、

一歩踏み込んだ対策が今後必要であると考えております。

また、農地を管理していない所有者に対し一定の負担を求めるなど、市としてより強い

独自の対策を取ることはできないかとのお尋ねがございました。平成元年の農用地利用増

進法の改正により、耕作を放棄している農家には農業委員会が是正を指導し、従わない場

合には、市町村長が必要な是正措置を講ずることを勧告できる制度が整備されました。ま

た、平成２１年の農地法の改正に伴い、農業委員会では毎年１回、管内の農地の利用状況

調査を実施し、今後も耕作される見込みがない農地がある時は、その所有者に対して、自

ら耕作するか、誰かに貸し付けるかなどを指導することとなっております。ただ、市町村

長が行う是正措置命令につきましては、個人の財産を左右することにもつながることなど

から、全国的に執行事例は少なく、本市においてもこれまでのところございません。

本市といたしましては、こうした制度の活用の検討を行いつつ、農業関連団体等とも連

携を図りながら、所有者との対話を基本とした対策を進めてまいりたいと考えております。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

吉田企画総務部長。
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［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

続いて、私から、災害発生時の受援体制の強化に向けどのように計画をし、進めていく

のかとのご質問にお答えをいたします。

本市におきましては、昨年度実施をいたしました非常時優先業務実施訓練の結果を踏ま

え、従来の業務継続計画、いわゆるＢＣＰを改定する形で、本年３月、美馬市業務継続・

受援計画を策定をしております。受援に関しましては、この計画の中で対象業務を始め、

体制や応援職員等の受入れなど、基本的な方針を定めておりますが、受援協定につきまし

ては締結先一覧表の記載にとどまっており、今後体系的に整理をするとともに、協定締結

に当たっての指標を定める必要があると考えております。

そこで、市の災害対応能力の足らざる部分や補完が必要な機能について、本年度末を目

標に洗い出しの作業を行っているところでございまして、その結果を指標に反映すること

としております。

なお、協定の中には締結から相当程度時間が経過しているものもございます。このため、

今後新たに締結する協定を含め、訓練の実施等を通じ協定の実効性を継続的に確保すると

ともに、必要に応じて協定の改定や更新を行ってまいりたいと考えております。

◎建設部長（河野 功君）

議長、建設部長。

◎議長（林 茂議員）

河野建設部長。

［建設部長 河野 功君 登壇］

◎建設部長（河野 功君）

続いて、私からは、防犯灯の管理と更新・撤去の進め方についてのご質問にお答えいた

します。

市内全域に設置しております防犯灯につきましては、自治会や地元の皆様から点灯不良

の連絡を受け、順次更新を行っておりますが、これまで設置状況の把握が十分ではなく、

例えば人口の減少で、夜間における人の通行がほとんどない場所に設置したままとなって

いる防犯灯があるというご指摘もございました。そこで、電気使用料を節約する観点から

も防犯灯の設置状況を把握する必要があると考え、本年度から国土交通省の防災・安全社

会資本整備総合交付金を活用し、現況調査を実施いたしております。

なお、調査につきましては、本年度穴吹地区で実施しており、来年度は美馬地区と木屋

平地区、そして令和５年度には脇町地区で実施することとしておりまして、３年間で市内

全域の調査が完了する予定でございます。この調査結果を基に、全ての防犯灯に固有の番

号をつけ防犯灯台帳を整備するとともに、不要と判断されたものは順次撤去するなど、適

切な管理を進めてまいります。

◎１７番（前田良平議員）

議長。

◎議長（林 茂議員）
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１７番、前田良平君。

［１７番 前田良平議員 登壇］

◎１７番（前田良平議員）

それぞれの丁重なご答弁をありがとうございました。

まず、災害発生時の受援体制でございますが、現在、いわゆるＢＣＰと併せ、業務継続

受援計画を調えており、本年度中に市の災害対応能力の足らざる部分を洗い出し、受援協

定の体系を整備するとのお答えでございました。市の災害対応能力を補完するために必要

な協定については、是非市から積極的にアプローチしていただきたいと思います。

また、防犯灯については国の交付金を活用して状況を把握し、台帳整備を行っていると

のことで、更新する場合はＬＥＤ化を進めるとともに、不要と判断されるものについては

順次撤去していくとのお答えでございました。まずは状況把握と管理をしっかりと行い、

更新する場合はＬＥＤ化を進めていただくと同時に、撤去する場合には地元の理解を十分

に得ながら、進めていただきたいと思います。

最後に、耕作放棄地対策でございますが、強制力を持たせる強い措置を市独自で行うこ

とは難しいとのお答えでございました。引き続き、深く研究していただければと思います。

初めに申し上げましたが、新型コロナの影響で米の価格が大きく低下し、高齢化も相まっ

て、農家の農業を続ける意欲がどこまで維持できるか、大変心配しておる中でございます。

農家が農業を続ける意欲を失えば、市内の耕作放棄地は一気に広がってしまうかと思いま

す。こうした現状を受け止め、市として積極的に耕作放棄地対策を取っていただくようお

願いし、質問を終わりたいと思います。是非ご検討いただきますよう、よろしくお願いい

たします。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

１７番、前田良平議員からの一般質問、再々問にお答えをさせていただきます。

新型コロナの影響で米の価格が大きく低下をし、高齢化も相まって、このままでは農家

の皆様が農業を続ける意欲を失いかねないとの厳しい現状について、ご指摘をいただきま

した。農家の皆様が農業を続ける意欲を失えば、耕作放棄地が一気に広がるのは明らかで

あり、耕作放棄地の拡大を抑止するため、本市といたしましても積極的な対応が必要と考

えております。

そこで、今回国が打ち出した経済対策を活用し、農業全般に行き渡る支援策を検討して

まいりたいと考えております。耕作放棄地は農地だけの問題ではなく、景観や環境を始め、

市民の皆様の暮らしに影響を及ぼす課題でございます。こうした認識の下、市といたしま

してもできるだけの対策を講じてまいります。

また、受援協定の締結に向けた積極的なアプローチについて、ご提言もいただきました。
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市の災害対応能力を超える災害が発生をした場合には、国や県、他の市町村を始め、様々

な事業者の皆様やボランティアの方々の応援をいただき、災害対応や速やかな復旧につな

げる必要がございます。このため、市にとっても必要な分野につきましては、受援に関す

る協定を締結すべく、積極的に市からアプローチをしてまいりたいと考えております。現

在、受援の機能を含めた市の危機管理対応能力の向上を図るため、市役所駐車場の改修を

行っており、脇町小星地区においても防災用物資集積拠点の整備を予定しております。こ

れら施設の完成後は、協定締結先と連携をし、受援の訓練を実施するなど、災害発生時に

協定内容が十分に機能するよう取組を進めてまいります。

◎議長（林 茂議員）

ここで、１０分程度小休いたします。

小休 午前１０時４１分

再開 午前１０時５０分

◎議長（林 茂議員）

小休前に引き続き、会議を開きます。

次に、議席番号６番、中川重文君。

◎６番（中川重文議員）

６番、中川。

◎議長（林 茂議員）

６番、中川重文君。

［６番 中川重文議員 登壇］

◎６番（中川重文議員）

ただいま議長より、美馬未来の会として一般質問の発言許可をいただきましたので、貴

重な時間を頂きますが、２０２１年度１２月定例会最後の一般質問者として、質問を通告

のとおり順次させていただくこととしますので、ご答弁の程よろしくお願いいたします。

早速質問に入っていきますが、ご答弁される方にはいつも申し述べさせていただいていま

すが、市民目線に立ち、理解しやすい言葉で明快なご答弁を期待していますので、どうか

よろしくお願いいたします。

それでは、内容について具体的に、順次説明をさせていただきます。通告質問件名は、

今回も３件を挙げさせていただきました。そして、質問の要旨は、１件目、１と２では各

３点。件名３では５点と、併せまして１１点を通告していますが、各時系列的に、初問、

再問、再々問に振り分けて質問をさせていただきたいと思います。

まず、通告質問件名の１件目として、ネット社会の危機管理についてをお尋ねします。

去る１０月末に、近隣の町でランサムウエアというコンピューターウイルスに感染した

と報道があり、約８万５,０００人分の個人情報にアクセスができない状態になったとの

事件がありました。そして、セキュリティソフトなど、不正アクセスを防ぐ対策を取って

いたにもかかわらず感染した。ネットワークやＵＳＢメモリーなど、考えられる感染原因

を改めて調査していくと記載されていました。一方、専門家の間では、古い機器のぜい弱
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性や、新型コロナ対策として急遽構築したテレワーク等の環境も関係し得る、また、感染

の事実が防御対策の甘さを示していると、そういうふうに指摘されていました。今や現代

社会は、ネットなしには仕事も生活も送れない社会となりつつあります。

そこでお尋ねしたいことは、通告質問件名の１件目、ネット社会の危機管理について、

要旨１点目、本市におけるネット情報セキュリティ対策の現状はどのようになっているの

かをお尋ねします。

要旨２点目は、１件目と理由はほぼ同じですが、教育の場でも、同じく小中学校におい

ては児童生徒１人に対し１台のタブレット型端末の使用や、職員においても情報機器を毎

日使用しての業務が多いと思いますので、教育現場でのセキュリティ対策の現状はどのよ

うになっているのかをお尋ねします。

なお、要旨１点目、また要旨２点目においても、質問の趣旨はセキュリティ対策が万全

で、ウイルスの侵入する隙が市の行政や教育現場でもみじんも隙間がないというような安

全性や安心感を問うものであり、サイバー攻撃に対する難しいソフトの対策の手の内を全

て明かせよというようなことでは決してありませんので、抑止力の範囲内でご答弁いただ

ければよいことを、答弁者の方には申し述べさせていただきます。

次に、通告質問の２件目として、令和２年度及び３年度の成人式開催についてお尋ねし

ます。成人式は、２０歳を迎える年に、両親や周りの大人たちに保護されてきた子ども時

代を終え、自立し大人の社会へ仲間入りをする自覚をするための儀式を行う日とされてい

ます。そして、祝福、激励するために各日本の地方公共団体で行われる行事であることは、

皆さん百も承知のことであると思われます。でも、成人式をする意義とはと問われると、

とっさには答えが詰まるものです。国民の祝日に関する法律では、大人になったことを自

覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝い励ますと定義しています。そして、１月の第２月

曜日と制定されているようであります。しかし、我が美馬市は新型コロナウイルス感染症

の状況により、延期を余儀なくされているのが現状であります。また、最近では新変異株

のオミクロン株の脅威に頭を悩ませているのではなかろうかと推察するところであります。

そこでお尋ねしたいことは、通告質問件名の２件目、令和２年度及び３年度の成人式開

催についての要旨１点目、成人式の現在の予定日と、開催に際しての考えはについてお尋

ねします。

次に、成人式は脇町のミライズの市民ホールで予定とのことですが、収容人数は５００

人のところに、午前中、令和２年度の式典、午後に令和３年度の式典と、２部構成で開催

する予定とのことですので、事前調査での人員把握は既に終えていると思いますが、式典

参加者は新成人、保護者、来賓、スタッフ等を含めて、各方面の人が集うのが容易に予想

されます。更に、コロナ対策のできている人、できていない人等々、沢山の情報収集が必

要と思われます。

そこでお尋ねしたいことは、周知も含めて、通告の要旨２点目として、式典参加者に対

する要件はについて詳細にご答弁いただければと思っていますので、よろしくお願いいた

します。

続いて、通告質問の３件目として、生活環境の改善についてお尋ねします。
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まず、生活環境は何かといいますと、人間が生きる上で、また日常生活を行っていく上

で常に周囲にあって、直接・間接の影響を受ける自然的・社会的状況、また、大気、水、

大地、空間など、生物一般に対して用いることもある。更に、精神面における環境の全体

的な結びつきのことをいうと、辞書には解説されていました。要約すれば、人間が生活し

て生きていく上で、周辺の物質面・精神面も含めて、全ての環境の結びつきが生活環境で

あるということだと思います。そして重要なのは、その後に続く改善についてです。生活

環境に問題がある、支障があるから改善していただきたいという声が多く、原因は管理者

の怠慢と知りながら、近隣でもめごとを起こしたくないと我慢されているのが、そういう

人が多いのが現状かと思います。

そこでお尋ねしたいことは、通告質問件名の３件目、生活環境の改善についての要旨１

点目の、小動物の飼い方に関するモラルはについて、要旨２点目の空き地、遊休地の管理

はについては、現状とその対策についてご答弁願います。

次に、要旨３点目の、道路上にかかる支障木の対応については、現状とその対策につい

て、また、民々境界を越境して屋根上空に大きく支障木が伸びてきても、危険な樹木にな

っている場合の対応なども含めてご答弁願いたいと思います。

要旨４点目の、排水路の現状と対策については、北は徳島自動車道付近から、南は吉野

川河口までの拝原地域の排水路は、雨水、家庭ごみ、生活排水、農業用水等、いろいろな

ものが混じって流れています。どこかで排水路関係の工事などをしている時などは、排水

路には白く濁った生活排水しか流れていません。非常に劣悪な環境であると思います。ま

た、農繁期には水田にいろいろ混じった水が供給されていることになります。その対応策

か、最近ほんの一部の地域ですが、農業用水のみ塩ビパイプで供給しているところがあり

ます。排水路の現状と対策はどのようにお考えでしょうか。お尋ねしますので、ご答弁の

程よろしくお願いします。

以上で、通告質問の件名３件についての初問に対する説明をさせていただきました。初

問のご答弁により、再問及び再々問で質問をさせていただきたいと思っていますので、ご

答弁漏れなきように、分かりやすい明確なご答弁を期待していますので、どうかよろしく

お願いします。

◎教育長（村岡直美君）

議長、教育長。

◎議長（林 茂議員）

村岡教育長。

［教育長 村岡直美君 登壇］

◎教育長（村岡直美君）

６番、中川重文議員からの一般質問のうち、私からは令和２年度、３年度の成人式の予

定日、開催に際しての考え方、式典の参加者に対する要件についてのご質問にお答えいた

します。

まず、延期しておりました令和２年度の成人式につきましては、令和４年１月２日の午

前中に、令和３年度の成人式につきましては２日の午後に、いずれもミライズにおいて開
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催することとしております。また、新型コロナウイルス感染症に係る状況は、今後変化し

ていくことも想定されますが、現時点におきましては、１０月１３日にとくしまアラート

が全面解除されたことや、政府の基本的対処方針の見直し、１１月２１日に県から発表さ

れましたイベントの開催制限についてを参考にして、開催可能と判断いたしました。

次に、式典参加要件についてでございますが、あらかじめ出席の回答をいただいた新成

人、保護者、来賓、スタッフを含めた全員について、新型コロナウイルスワクチンを２回

接種済みであることが確認できる方、及びワクチン未接種の方につきましては、ＰＣＲ検

査又は抗原検査の結果が陰性であることが確認できる場合は入場できることとしておりま

して、参加する希望者の方には、市から抗原検査キットを郵送させていただく予定でござ

います。

なお、新成人を対象といたしまして、市が提供する抗原検査キットを使用しない場合に

おきましては、一定期間内に別の検査機関で受けた費用について、１人につき２,２００

円を上限とした助成金を交付することとしております。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

続いて私から、本市における情報システムのセキュリティ対策についてのご質問にお答

えいたします。

まず、ご質問の中にございましたランサムウエアについてでございますが、ランサムウ

エアとは、感染したコンピューターをロックしたり、ファイルを暗号化したりすることに

よって使用不能とした後、元に戻すことと引換えに身の代金を要求する不正プログラムで

ございます。ランサムウエアに対するシステム上の対策といたしましては、外部と接続す

るポイントへのウイルス対策ソフトの導入などが基本的なセキュリティ対策として行われ

ておりますが、認証パスワードの漏えいを始め、オペレーティングシステムやソフトのぜ

い弱性、またアップデートを怠ったり、外部不正サイトへのアクセス、外部から持ち込ま

れたデータの開封など、職員の情報セキュリティへの意識の低さによっても感染する可能

性がございます。

次に、本市の情報システムのセキュリティ対策の現状についてご説明申し上げます。

まず、ハード面の対策でございますが、本市におきましては平成２９年度から、いわゆ

る３層の対策によるセキュリティの強化に取り組んでおります。具体的には、個人番号利

用事務ネットワークと行政情報、ＬＧＷＡＮでございますが、行政情報ネットワーク、イ

ンターネットの３つのネットワークを分離し、仮にインターネット系に対してサイバー攻

撃が行われましても、他のネットワークに影響が及ばないよう対策を講じているところで

ございます。また、個人番号利用事務ネットワークの情報端末におきまして、許可された

外部記録媒体以外はデータを受け付けないよう制限をかけたり、全ての情報端末にウイル
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ス対策ソフトを導入するなどの対策を講じているほか、万一ウイルスに感染した場合でも、

バックアップデータからのデータの復元が可能な体制を取っております。

なお、セキュリティ対策という性質上、これらの詳細につきましては答弁を差し控えさ

せていただきます。

一方、ソフト面での対策といたしましては、職員のセキュリティ意識の向上を図るため、

毎年度個人情報を取り扱う全ての職員に対して、地方公共団体システム機構が提供するｅ

－ラーニング講座の受講を義務づけているほか、日頃から不審なメールの添付ファイルを

開封しないよう求めるなど、注意喚起を行っております。

◎副教育長（大泉勝嗣君）

議長、副教育長。

◎議長（林 茂議員）

大泉副教育長。

［副教育長 大泉勝嗣君 登壇］

◎副教育長（大泉勝嗣君）

続きまして、私からはネット社会の危機管理に関し、教育現場でのセキュリティ対策の

現状についてのご質問にお答えいたします。

現在、本市の小中学校においては、児童生徒１人につき１台のタブレット型端末を始め、

教職員用のパソコンといった情報機器をインターネットに接続して使用しているところで

あります。こうした情報機器のセキュリティ対策といたしましては、学校内で使用する場

合につきましては、児童生徒及び教職員が使用する全ての端末に、ウイルスを検知、除去

するウイルス対策ソフトを導入しているほか、インターネットの有害サイトへのアクセス

を遮断するためのコンテンツフィルターと呼ばれるソフトを導入しております。このほか、

外部のネットワークからの不正なアクセスや迷惑メールの攻撃を遮断する機能を備えた機

器を設置しているところでございます。

更に、本市では児童生徒がタブレット型端末を学校から家庭へ持ち帰り、家庭のインタ

ーネット環境において使用する場合につきましても、ウイルス対策ソフトだけでなくコン

テンツフィルターを導入することで、児童生徒が学校と家庭の両方で安心してタブレット

型端末を活用できるような対策を講じております。また、人的なセキュリティ対策といた

しましては、各学校の教職員が情報機器の適切な管理活用ができるよう、職員会議や研修

会において定期的に確認を行っております。

◎市民環境部長（伊内公一君）

議長、市民環境部長。

◎議長（林 茂議員）

伊内市民環境部長。

［市民環境部長 伊内公一君 登壇］

◎市民環境部長（伊内公一君）

続きまして、私からは生活環境の改善についてのご質問のうち、まずは小動物の飼い方

に関するモラルについてお答えいたします。
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市に寄せられている飼い犬や飼い猫などに関する苦情件数につきましては、令和２年度

では２３件でございました。苦情内容といたしましては、犬の放し飼いやふん害が多数を

占めております。これら犬や猫の飼い方に対する苦情を受けた場合には、保健所との協力

体制の下、連携して飼い主に対する指導を行っております。更に、犬の放し飼いなどによ

り周辺への危害が及ぶ恐れがある場合など、悪質な場合につきましては美馬警察署生活安

全課からの協力も得ながら、指導を行っているところでございます。

次に、空き地、遊休地の管理についてのご質問でございますが、本市におきましては空

き地や遊休地などの管理に関する指導といたしまして、農地につきましては農業委員会が、

それ以外の土地につきましては環境下水道課が、それぞれ管理に関する指導を行っている

ところでございます。除草作業ができていないなど、管理が不適切な土地に対する相談を

受けた場合には現地確認を行い、管理者が不明な場合につきましては、周辺住民への聞き

取りを行うことにより管理者の調査を行い、除草作業や清掃作業による早期改善を指導し

ております。管理が不適切な土地を放置いたしますと、雑草による害虫の発生はもとより、

不法投棄や火災の発生、更には犯罪の温床にもなりかねませんので、管理者の方々にはく

れぐれも適正な管理に努めていただきたいと考えております。

◎建設部長（河野 功君）

議長、建設部長。

◎議長（林 茂議員）

河野建設部長。

［建設部長 河野 功君 登壇］

◎建設部長（河野 功君）

続いて、私からは道路上にかかる支障木の対応と、排水路の現状と対策についてのご質

問に順次お答えいたします。

市道などにかかる支障木となる樹木等の維持管理につきましては、原則所有者及び使用

者において、適正に管理するべきものと捉えております。しかし、車両などの通行に大き

な支障を来す越境樹木の場合におきましては、土地の所有者に連絡し、空き家などで所有

者が分からない場合には関係者を特定しまして、文書などでの通告をし、伐採や枝払いな

どの対応をお願いしているところでございます。現在は、職員や作業班などで市道等のパ

トロールでの管理を行っておりますが、市内全域全ての支障木の管理には限りがあること

から、自治会にお願いをしている道路愛護作業や、消防団による支障木の伐採活動などを

行っていただき、市道等の安全管理に努めております。

次に、議員ご指摘の民々境界にかかる立ち木の対応はできないのかとのご質問でござい

ますが、この件につきましては、所有者同士で解決をしていただかなければなりません。

今後、本市といたしましては、支障木による歩行者や車の通行の妨げや、見通しが悪いこ

とにより起こる事故などがないように、早い段階で確認ができるよう職員でのパトロール

の強化を図り、市民の皆様や、道路を利用する方が安心・安全に通行できる道路管理に努

めてまいります。

次に、排水路の現状と対策についてお答えいたします。
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本市が管理いたします道路側溝、排水路につきましては、雨水、排水や家庭から流れて

くる生活排水などを主に処理するものでございます。そのうち、水田などに隣接している

排水路では、農繁期に農業用水路として利用している箇所が多く存在しております。議員

ご指摘のとおり、排水路は雨水、排水や家庭から出る生活排水を流すもので、農業用水は

パイプラインにするなどの整備を行い、相互で管理していくのが通常でありますが、農業

用水を管理する土地改良区においては資金面での限りもあり、また埋設物などの支障物等

で施工が難しい箇所もあることから、このように併用しているのが現状でございます。

ただし、このように用排水路併用での状況では、台風や集中豪雨などが発生した場合、

水路からあふれる水により起きる内水での被害などが懸念されます。今後は、農業用水の

管理者である土地改良区に整備が可能な箇所から順に整備をお願いし、また、本市が管理

する排水路につきましても、流量断面が小さい水路や老朽化している箇所の整備や修繕を

行いまして、雨水や排水が流末まで安全に流下できるよう取り組んでまいりたいと考えて

おります。

◎６番（中川重文議員）

６番、中川。

◎議長（林 茂議員）

６番、中川重文君。

［６番 中川重文議員 登壇］

◎６番（中川重文議員）

各初問に対するご丁寧なご答弁、ありがとうございました。初問で通告内容の説明を、

時系列で聞くとした内容のことについて、順次再問をさせていただきます。

まず、通告質問件名１件目の、ネット社会の危機管理についての初問の説明の中で、被

害に遭われました方のことを美馬市のことに引用させていただきましたが、誠に心苦しく

思っていました。しかし、昨日の報道で、混乱する事態に陥った状況や、被害の実態を広

く知ってもらいたいとの言葉を拝見した時、少しほっとしました。再度、今度は気兼ねな

く引用させていただきますが、事件が発生してから約１か月以上が経過し、一部は運営を

再開しているそうですが、全面再開は来年１月初旬を目指しているようです。しかし、今

回の約３か月近い経済的な打撃は、利用者を含めて、システムの再構築などを含めますと

相当な被害になるものと思われます。

そこでお尋ねしたいことは、要旨３点目の今後の予防対策と課題について、我が美馬市、

また教育現場では、我が身に置き換えて、今後どのような対策を考えられておられるのか、

いないのか、お尋ねしますので、ご答弁お願いします。

次に、通告質問件名の２件目、令和２年度及び３年度の成人式開催についての再質問を

させていただきます。前段でも述べましたが、現在の状況は新型コロナの変異株、オミク

ロン株による感染防止に対する水際対策や、第３回目のワクチン接種のことで、毎日テレ

ビや新聞報道がにぎわっていますが、正しく怖がることが重要であるとの専門家の声もよ

く耳にします。

そこでお伺いしたいことは、要旨３点目で、成人式の開催が危惧される前提と、それ以
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後の対応については、成人式に参加する人たちにとって一番気になっているところと思い

ますので、どのように考え、どのように意思決定をされているのかをお尋ねしますので、

ご答弁お願いします。

続いて、通告質問件名の３件目の、生活環境の改善についての再質問をさせていただき

ます。初問の要旨１点目で、小動物の飼い方に関するモラルについてご答弁いただきまし

たが、小動物の中でも犬、猫の苦情が多数を占めているとのことでしたので、もう少し掘

り下げて再質問させていただきます。

迷惑行為をしていると思われる飼い主の方には、指導のほかに何か、例えば飼い主の心

得とか、迷惑行為にならない犬の散歩の仕方とか、そういった啓発的なこと、また、方法

的なことは実施していないのでしょうか。また、犬、猫の頭数抑制である去勢手術の時期

とか、助成金の交付要綱とか、そういった情報発信は実施しているのでしょうか。現状と

今後の取組についてお尋ねしますので、ご答弁願います。

再問の最後として、要旨５点目の、排水路の今後の課題と対策について再問させていた

だきます。排水路は上流地域から小河川を経過し、最終的には吉野川へ流れ込んでいきま

す。そこでお伺いしたいことは、排水路の終末処理の一環で、今後の課題と対策は何か進

んでいるんでしょうか。

以上について再質問をさせていただきます。ご答弁内容により再々質問をさせていただ

きますので、これもまたご答弁漏れなきようによろしくお願いいたします。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

６番、中川重文議員からの一般質問再問のうち、私から情報セキュリティに関する今後

の対策や課題についてのご質問にお答えをいたします。

サイバー攻撃の手法は多様化・高度化していると言われておりまして、地方自治体が一

たび攻撃を受けますと、その影響は極めて大きいと認識しております。本市におきまして

は、来年３月をめどに美馬市デジタルトランスフォーメーション推進計画の策定を予定し

ておりまして、４月には推進本部を立ち上げ、デジタルトランスフォーメーションを推進

してまいりたいと考えておりますが、様々な分野でデジタル化を推進するに当たって、セ

キュリティ対策の強化は大変重要な課題であると考えております。そこで、推進本部には

情報分野が専門の大学の研究者や、デジタルに精通した民間企業の人材を市の非常勤特別

職のＤＸ推進アドバイザーとして新たに任命し、セキュリティ対策についても助言をいた

だきたいと考えておりまして、現在、大学側や民間人材を仲介する内閣府との間で調整を

行っております。

なお、セキュリティ対策などを統括いたしますＣＩＳＯ、最高情報セキュリティ責任者

につきましては、本市のセキュリティポリシーの中で、ＣＩＯ、最高情報統括責任者であ
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ります副市長が兼務することといたしておりますが、ＤＸ推進アドバイザーからの助言な

どを踏まえ、その機能が適切に発揮されるよう、体制の整備を進めてまいります。

◎副教育長（大泉勝嗣君）

議長、副教育長。

◎議長（林 茂議員）

大泉副教育長。

［副教育長 大泉勝嗣君 登壇］

◎副教育長（大泉勝嗣君）

続きまして、私からは、ネット社会の危機管理に関し、教育現場における今後の課題と

対策、及び令和２年度、３年度の成人式についての再問に、順次お答えいたします。

最初に、教育現場における今後の課題と対策についてお答えいたします。

小中学校におきましては、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、ＩＣＴ機器を活用し

た学習活動の一層の充実が期待されており、オンライン授業といった新たな教育に取り組

む必要がございます。この取組を進めていく上で、情報セキュリティを高めるためには、

ハードウエア、ソフトウエアによる物理的な対策のみならず、情報機器を使用する教職員

や児童生徒の意識の向上が何より重要であると思います。とりわけ、今後インターネット

の利用頻度が高まる児童生徒につきましては、他人から傷つけられたり、他人を傷つけた

りするトラブルにつながってしまう危険があることが課題としてございます。このため、

情報セキュリティの専門知識を持つＩＣＴ教育支援員や外部講師による教職員への研修を

充実するとともに、児童生徒がインターネットによる被害者や加害者とならないように、

家庭との連携を図りながら、計画的、効果的に情報モラル教育を推進したいと考えており

ます。教育委員会といたしましては、今後とも教職員が安心してＩＣＴ教育を進められる

よう支援し、情報化社会を生きる本市の子どもたちの安全を守るために必要な対策をしっ

かりと講じてまいります。

次に、令和２年度、３年度の成人式の開催が危惧される前提と、以後の対応についてお

答えいたします。

現時点におきましては、感染症対策に万全を期し、開催する予定で進めているところで

ございます。しかしながら、今後の感染の状況により、その都度開催の可否についての判

断をしなければならないものと考えております。仮に感染が拡大している場合は、保護者

や来賓、主催者などの入場者を縮小することや、式典を中止することが考えられますが、

目安の１つといたしましては、とくしまアラートにおける感染拡大注意・急増が発動され

た場合であると考えております。なお、中止といたしますのは、例えば県から市町村に対

する公有施設の休館の要請があり、会場が休館となった場合などが考えられるところでご

ざいますが、万一そうなった場合には、新成人や保護者に対する経済的・心理的負担も考

慮いたしまして、令和２年度分の成人式につきましては中止、令和３年度分の成人式につ

きましては延期とする方向で検討したいと考えております。

◎市民環境部長（伊内公一君）

議長、市民環境部長。
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◎議長（林 茂議員）

伊内市民環境部長。

［市民環境部長 伊内公一君 登壇］

◎市民環境部長（伊内公一君）

続きまして、私からは、生活環境の改善についての再問のうち、まずは飼い主に対する

啓発についてお答えいたします。

犬や猫の飼い主に対する啓発といたしまして、本市におきましては環境パトロールによ

る巡回や、啓発看板の無料配布を行っております。環境パトロール中に、ふんの処理器具

などを持参していない飼い主を発見した場合は、その場で指導を行うことにより改善を促

しております。また、犬のふん害、放し飼いに関する被害相談を受けた場合は、対象とな

る地域を重点的にパトロールしております。

次に、飼い犬、飼い猫の頭数抑制についてのご質問でございますが、犬や猫の不適切な

飼い方によって望まれない繁殖を助長し、飼い主が管理できる範囲を超えた数のペット飼

育が問題となっております。このような場合、育てきれずに捨てられてしまう犬や猫を増

やすだけでなく、周辺地域の動物に病気の蔓延をもたらす危険性が生じてまいります。本

市といたしましては、このような事態を招かないよう犬及び猫の避妊・去勢手術に対する

助成金を交付しております。助成金の額は１頭当たり５,０００円とし、これまで期間を

限定して申請を受け付けておりましたが、本年度より申請期間を限定せずに受付を行って

おります。また、助成枠として、本年度は１５０頭分を設けております。

引き続き、助成金の交付による適正な飼育に向けた支援を継続し、人と動物との調和の

取れた生活環境の保全に取り組んでまいりたいと考えております。

◎建設部長（河野 功君）

議長、建設部長。

◎議長（林 茂議員）

河野建設部長。

［建設部長 河野 功君 登壇］

◎建設部長（河野 功君）

続いて、私からは、排水路の現状と対策で、流末処理の課題と対策についての再問にお

答えいたします。

現在、吉野川の河川整備につきましては、国土交通省が吉野川水系河川整備計画に基づ

き、また、防災・減災・国土強靱化のための５か年加速化対策も活用して、市内で堤防が

整備されている河川を中心に、河道の掘削や樹木の伐採などを行っております。この整備

は、平成１６年１０月の２３号台風と同じ規模の洪水を安全に流下させるために必要な断

面を確保することや、今後予想される気候変動による水災害の頻繁化・激甚化に備えるこ

とが目的で、平成３０年度から事業に着手しております。また、県管理の河川につきまし

ても、樹木の伐採やしゅんせつを行い、改修を必要とする河川では調査や設計及び用地の

確保が完了した後、約５年をめどに事業を進め、流域での治水対策に取り組んでおります。

このように事業が進行されますと、台風や大雨時に想定される流下能力が向上されるこ
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とや、排水による流末処理、また堤防樋門の閉鎖も減少されることにつながり、堤内地で

の内水被害の軽減が図られるものと考えております。

◎６番（中川重文議員）

６番、中川。

◎議長（林 茂議員）

６番、中川重文君。

［６番 中川重文議員 登壇］

◎６番（中川重文議員）

各再問のご丁寧なご答弁、ありがとうございました。１件の再々質問と１件の提案をさ

せていただき、まとめにしたいと思います。

まず、通告質問件名の１件目、ネット社会の危機管理についてのことで、１点のみ再々

質問をさせていただきます。

実効性のある情報セキュリティ対策に関して、再問のご答弁の中で、ＣＩＳＯ、チー

フ・インフォメーション・セキュリティ・オフィサーと読むんでしょうか、最高情報セキ

ュリティ責任者の体制設備を進めるとのことでしたが、責任者を決めることも重要なこと

だと思っていますが、セキュリティを外部開発会社に委託任せにするのではなく、そのよ

うな人材を美馬市行政内に確保すべきと考えますが、どのように進めているのかを再々問

しますので、ご答弁願いたいと思います。

次に、通告質問件名の３件目、生活環境の改善についてのことで、１点のみ提案をさせ

ていただき、まとめにしたいと思います。

通告質問件名の３件目、生活環境の改善についての要旨３点目で、民々境界を越境して、

屋根上空に大きく支障木が伸びてきて、危険な樹木になっている場合の対応についてのご

答弁で、その件は所有者同士で解決いただかなければなりませんとのご答弁でございまし

た。しかし、市民の要望を突き放すようなことは、できる限りならば避けてほしいと思い

ました。なぜなら、美馬市においては環境美化の推進に関する条例の中で、土地占有者が

快適な生活環境を保持する行為に違反している時は、市が確認した場合には適正に処理す

べきことを指導し、又は勧告することができるとなっています。また、正当な理由がなく

勧告に従わない時には、期限を決めて勧告に従うよう命ずることができるとも書かれてい

ます。ですので、もう少し双方のことを聞いて、適切妥当な対応ができるように、今後検

討していただきたいことを提案したいと思います。

以上、再々問１件と提案１件を終えます。

これをもちまして、美馬未来の会の令和３年１２月定例会での中川の質問を終えたいと

思います。いつも結びの言葉が前後いたしますが、今回の一般質問におきましても真摯に

向き合い、ご答弁をいただきましたこと、また、関わっていただいた方々に、全ての皆さ

んに御礼を申し上げます。ありがとうございました。

それでは、１件のみの再々質問のご回答をよろしくお願いいたします。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。
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◎議長（林 茂議員）

吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

６番、中川重文議員からの一般質問の中で、情報セキュリティ対策に関する再々問にお

答えをいたします。

議員ご指摘のとおり、ＣＩＳＯの設置といった責任者の配置だけでなく、責任者を補佐

する専門人材を確保し、情報セキュリティ対策に実効性を持たせることが重要であると考

えております。本市の情報部門を担当いたします職員につきましては、実務経験などを考

慮して配置をいたしておりますが、本年度から専門人材通年採用枠を新たに設け、デジタ

ルに精通した専門人材の確保に努めるなど、情報セキュリティ対策を進める上での体制の

整備を進めているところでございます。今後、外部人材であるＤＸ推進アドバイザーを含

め、内外の専門人材を有効に活用いたしまして、対策の強化を図ってまいりたいと考えて

おります。

◎議長（林 茂議員）

以上で、通告による一般質問は終わりました。これをもって、一般質問を終結いたしま

す。

次に、日程第３、議案第７１号、美馬市地域共生交流施設条例の制定についてから、議

案第８６号、木屋平特産物販売センターの指定管理者の指定期間の変更についてまでの１

６件を一括して議題といたします。

これより質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております議案第７１号から議案第８６号までの１６件を、会議規

則第３７条第１項の規定により、ご配付の議案付託表のとおり各常任委員会に付託いたし

ます。

また、陳情１件につきましても所管の常任委員会に送付いたしましたので、ご報告いた

します。

以上で、本日の日程は全て終了いたしました。

次に、休会についてお諮りいたします。明日１０日から２０日までの１１日間は委員会

審査及び市の休日のため、休会といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。

よって、明日１０日から２０日までの１１日間は休会とすることに決しました。

なお、１３日の産業常任委員会、１４日の福祉文教常任委員会、１５日の総務常任委員

会の各常任委員会への付託案件等のご審議をよろしくお願いいたします。

次会は、２１日午前１０時から再開し、委員長報告に引き続き、質疑、討論、採決であ
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ります。よろしくお願いいたします。

本日はこれをもって散会いたします。本日は大変ご苦労さまでした。

散会 午前１１時４５分
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